


例を 見ない.後 場の実験例では 、

, L .

電媒留に高ぃジェリー強度の寒天グルを用いて 、この間層の解決を費 み

「■8‐ノに、基本的な実験装置を示す。p o t●n t i a

●mr● oと して in「 t ●●。■■■●tOrと 3mp■ifi●rを

用いて、電題の分檀作用を極力少くするように暉

■した.棋 ヨ上の几ての種をそれぞれ必要なp"n‐

t■●■に調整した り、模型の中の o9■■p‐ nti●■

■■n●を追跡したりするために wheatat●̈ 驚曇‐

を用いろ そして実験の最後の段階で模」の中を沈

れる電流を計る時には、突瞼上の都合で`θサイタ

ルの電流に切換えるょうにし,電 流は the"

JunOtiOnの温度上昇から間接的に求めるように

設備 した.

r■g_2に 、自由水面が存在するコ次元

模型の ノ例を示す.槙 型は 、実験技術上の

都合か ら、左右岸 別饉に作成 した。左偶に

貯 水池に当るノθO■ DOt 0 4■●■を与えるた

めの種板を配置 し、増山の地形をできるだ

け忠実に再現するように配慮 した.中 央の

凹みは 、ダムの着岩部の掘 り込みを現わ し

ている.右 側に層状に配列されている極板

は 、浸出百の境界条件を瀾 足させる目的

て.群 面からの出さに比例したDOtOn― r■3-2 Tri―こ■““■ma■et●●t由 ●■… ″ ― ■

― を人為的に与えるための櫨板である.そ して、自く見える瘍天グ
ルの費目が、tr■a■●●‐●「によつ

て潮り出された自由水百の移を表わしている。

この実験は、瀾水位と中間ま位について、それぞれダムのみの場合 、grmt■ng etrta■■のみを俸 う場合、

grtttiB8●■rta■nお よび ar咀“_oyOt●●を伴 う場合のコ通りに分けて実構された.そ して。その結果
の

一部を原型と対比することによつて、唯―の例ではあるが岩盤内の浸透減に対するかような取扱いの可能

性を立証するとともに、基盤内の grOnting●■rt3inおよびこr●iner●yet●●の機鮨ならびに設計に関する

新 しい考え方をも提唱し得た.ま た、この実験結果によると、堤高と糧頂長の比が ′ :2の 場合の3次 元

模型によつて得られる下流河床に浸出する浸透水の流通は、2次 元模菫のそれの約2倍 となることより、

fin w「 “こゃ f■“ti電 ■●●にわける2次 元断面に対する浸透減に31する検討は、瑾高に比べて堤願長

が非常に長〈て事実上2次 元問題として収搬つても支障のない場合にのみ適用し得るのであつて、現実に

その前提を輌足している対象は極めて数少ぃものと考えられる.

このように、電気的相似法は、合理的で論理的な設計に不可決な資料を得るのに非常に有効な手段であ

り、今後自由水面が存在するコ次元浸透流に対しても、その応用の普及が望まれる.
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